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令和５年度一般会計補正予算

市議会だより 2024.02

議案第 62 号　業務委託契約の締結について

に対する附帯決議

　柏原市立認定こども園等給食調理業務の委託
契約を締結するにあたり、委託契約の相手方に
対し、下記の点について留意し、業務にあたる
よう監督することを求める。

記
　本業務は、柏原市立認定こども園４施設及び
市立保育所１施設に在園する児童に対し提供す
る給食の調理に係る業務であり、業務にあたっ
ての衛生管理は、在園する児童の健康面に大き
く影響することから、厳格に管理される必要が
ある。
　よって、当該業務の履行においては、衛生管
理を厳格に行うなど、在園する児童の健康に悪
影響を及ぼす事態とならないよう、安心かつ安
全な給食を提供するための対策を十分に講じる
こと。
　以上、決議する。
　　　令和５年 12月 22日

大阪府柏原市議会

附帯決議

◆ YouTube

（ライブ中継・録画）　

※本会議及び常任委員会

◆映像配信

ウェブサイト（録画）

※本会議のみ

議案審議についてこんなことを 決めました

柏 原

市 議 会

本会議及び常任委員会の映像を、

インターネットでご覧いただけます。

羽曳野市羽曳野市羽曳野市
太子町太子町太子町
河南町河南町河南町

千早赤阪村千早赤阪村千早赤阪村

富田林市富田林市富田林市

河内長野市河内長野市河内長野市

柏原市柏原市柏原市藤井寺市藤井寺市藤井寺市

　物価高騰により影響を受けた

生活に困窮する世帯を支援する

ため、住民税非課税世帯を対象

に、１世帯当たり７万円を給付

するもの。

　令和５年８月１５日に近畿地

方に上陸した台風７号の影響に

より、被災した柏原中学校体育

館の本復旧にかかる設計業務委

託料。

　柏原市立認定こども園４施設

及び市立保育所１施設の給食調

理業務を委託するもの。

契約相手方：株式会社魚国総本社

契約期間：R6.4.1 ～ R9.3.31

 消防の広域化に伴い、柏
原羽曳野藤井寺消防組合
に、富田林市、河内長野市、
太子町、河南町及び千早赤
阪村の５市町村が加わり、
組合の名称が「大阪南消防
組合」に変更されました。

（運用は４月 1 日から）

大阪南消防組合とは

映像配信　

7 億 2,635 万 9千円
補正予算額

1 億 2,587 万 4千円
補正予算額

424 万 5千円
補正予算額

4 億 2,229 万 4,400 円
契約金額

柏原市議会からは、

峯 弘之 議員 ・ 中村 保治 議員 ・ 奥山 渉 議員

を選出しました。 （令和 6 年 1 月 1 日から）

大阪南消防組合議会議員の選出

議員提案により次の附帯決議が

提出され、全会一致で可決しました。

　

令
和
５
年
第
４
回
定
例
会
は
、
11
月
28
日
か
ら
12
月

22
日
ま
で
、
25
日
間
の
会
期
で
開
催
し
、
市
長
提
出
議

案
及
び
議
会
提
出
案
件
の
37
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
12
日
、
13
日
に
は
、
議
案

・
一
般
に
対
す

る
質
疑

・
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な
質
疑

・
質
問

は
３
～
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　物価高騰により影響を受けた

子育て世帯を支援するため、中

学 3 年生までの児童を対象に、

１人当たり 1 万 5 千円を給付す

るもの。

子育て世帯

特別支援給付金給付事業

電力 ・ ガス ・ 食料品等価格

高騰重点支援給付金給付事業

業務委託契約の締結 中学校災害復旧事業

令和５年

第４回
定例会
の概要



議案・一般に対する質疑・質問から

市議会だより 2024.02

問　

不
登
校
の
現
状
を
問
う
。

答　

中
学
校
で

104
名
、
小
学

校
で
57
名
が
不
登
校
の
状
況

で
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

問　

そ
の
対
応
を
問
う
。

答　

毎
月
5
日
以
上
欠
席
し

た
児
童
生
徒
の
報
告
を
各
校

に
義
務
付
け
て
早
期
発
見
等

を
図
っ
て
お
り
、
個
別
の
ケ
ー

ス
に
応
じ
て
学
校
全
体
で
組

織
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

生
徒
数
が
少
な
い
中
で

の
人
間
関
係
も
不
登
校
の
一

因
に
な
る
の
で
は
と
危
惧
す

る
が
、
小
中
一
貫
教
育
の
今

後
に
つ
い
て
考
え
を
問
う
。

答　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
、
ソ
フ
ト
面
で
の
研

究
・
実
践
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
今
後
、
府
内
の
先
行
事

例
等
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

要
望　

生
徒
数
の
減
少
で
、

ク
ラ
ブ
活
動
の
種
類
も
少
な

く
選
択
肢
が
な
い
。
９
年
間

１
ク
ラ
ス
で
過
ご
す
学
校
も

あ
る
。
学
校
の
適
正
規
模
適

正
配
置
に
あ
た
り
、
子
ど
も

の
数
の
減
少
が
不
登
校
や
部

活
に
関
係
す
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
対
応
を
考
慮
さ
れ
た
い
。

問　

国
分
地
区
の
道
路
事
業

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

国
分
駅
周
辺
の
渋
滞
緩

和
や
近
鉄
大
阪
線
で
分
断
さ

れ
て
い
る
東
西
を
つ
な
ぐ
田

辺
旭
ヶ
丘
線
整
備
事
業
、
産

業
や
観
光
の
振
興
等
に
寄

与
す
る
西
名
阪
自
動
車
道
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
整
備
構
想

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

二
つ
の
整
備
事
業
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

田
辺
旭
ヶ
丘
線
整
備
事

業
は
、
耐
震
基
準
の
改
訂

に
よ
る
現
設
計
図
書
の
見
直

し
の
ほ
か
、
令
和
5
年
度
末

ま
で
、
国
交
省
・
府
・
近
鉄

等
と
様
々
な
協
議
を
進
め
て

い
る
。
西
名
阪
自
動
車
道
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
整
備
構
想

は
、
将
来
交
通
量
の
推
計
と

費
用
便
益
の
算
定
を
行
っ
た
。

要
望　

当
会
派
は
、
10
月
に

市
職
員
と
国
交
省
へ
赴
き
、

準
備
段
階
調
査
実
施
を
依
頼

し
、
財
務
省
へ
の
予
算
確
保

の
要
望
活
動
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
後
、
市
一
丸

と
な
り
事
業
実
現
に
向
け
取

り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

問　

公
共
施
設
再
編
計
画
は
、

当
初
素
案
へ
の

500
通
を
超
す

市
民
意
見
を
反
映
し
、
市
民

文
化
セ
ン
タ
ー
の
移
転
計
画

が
な
く
な
る
等
、
変
更
さ
れ

て
き
た
が
、
再
編
整
備
内
容

と
今
後
の
計
画
を
問
う
。

答　

市
役
所
別
館
へ
保
健
セ

ン
タ
ー
を
移
転
す
る
計
画
等

の
他
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

等
の
貸
館
機
能
や
ス
キ
ッ
プ

Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
サ
ン
ヒ
ル
柏

原
に
移
転
し
、
「（
仮
称
）
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
、

令
和
８
年
度
末
ま
で
の
事
業

完
了
を
目
指
す
。

問　

ま
ち
の
中
心
地
と
は
言

い
難
い
場
所
で
、
当
該
機

能
を
一
番
必
要
と
す
る
子
育

て
世
代
や
高
齢
者
が
、
快
適

に
利
用
で
き
る
の
か
と
い
う

声
が
あ
る
が
、
本
当
に
「
市

民
の
利
便
性
を
悪
化
さ
せ
な

い
」
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

交
通
手
段
へ
の
対
応
を

検
討
し
、
市
民
の
利
便
性
に

十
分
配
慮
し
て
ま
い
り
た
い
。

要
望
等　

交
通
の
問
題
で
は

な
く
、
サ
ン
ヒ
ル
柏
原
の
立

地
条
件
の
問
題
だ
と
考
え
る
。

サンヒル柏原

江
村　
　
淳

サ
ン
ヒ
ル
柏
原
へ
の

移
転・改
修
計
画

に
疑
問

大
坪　
教
孝

児
童
生
徒
数
の

減
少
を
考
慮
し
た

教
育
環
境
を

乾　
　
一

国
分
地
区
に
お
け
る

道
路
事
業
の
推
進

に
つ
い
て
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議案・一般に対する質疑・質問から

山
口　
由
華

学
校
給
食
の
食
材

高
騰
に
対
す
る

補
填
に
つ
い
て

新
屋　
広
子

生
理
の
貧
困
の

解
消
に
向
け
て

大
木　
留
美

災
害
時
の
支
援

体
制
に
つ
い
て

問　

生
理
用
品
購
入
へ
の
経

済
的
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

答　

市
役
所
1
階
総
合
案
内

に
て
、
口
頭
ま
た
は
ス
マ
ホ

画
面
提
示
に
よ
り
、
名
前
等

も
聞
く
こ
と
な
く
無
料
で
生

理
用
品
を
お
渡
し
し
て
い
る
。

問　

生
理
の
貧
困
に
は
知
識

や
認
識
の
貧
困
と
い
う
側
面

も
あ
る
と
思
う
が
、
理
解
を

深
め
る
た
め
の
取
組
を
問
う
。

答　

昨
年
度
は
公
式
サ
イ
ト

で
啓
発
動
画
を
配
信
し
、
今

年
度
は
性
差
に
応
じ
た
健
康

支
援
と
し
て
講
座
開
催
や
啓

発
冊
子
を
作
成
予
定
で
あ
る
。

問　

公
共
施
設
の
女
性
ト
イ

レ
に
生
理
用
品
を
設
置
す
る

動
き
が
社
会
で
広
が
り
を
見

せ
て
い
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答　

財
源
等
の
課
題
が
あ
り
、

ま
ず
は
調
査
研
究
を
行
う
。

要
望　

生
理
特
有
の
心
身
不

調
を
理
解
さ
れ
ず
悩
む
女
性

が
多
い
の
で
、
啓
発
事
業
に

し
っ
か
り
取
り
組
ま
れ
る
と

と
も
に
、
公
共
施
設
の
女
性

ト
イ
レ
に
お
い
て
、
い
つ
で

も
生
理
用
品
に
手
が
届
く
環

境
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

学
校
給
食
の
献
立
は
、

文
科
省
の
基
準
を
基
に
栄
養

士
等
が
作
成
し
て
お
り
、
食

材
の
高
騰
に
対
し
て
は
、
年

間
契
約
に
よ
り
価
格
高
騰

の
影
響
を
抑
え
る
と
と
も
に
、

グ
ラ
ム
単
位
で
の
調
整
や
高

騰
の
影
響
が
小
さ
い
食
材
へ

の
変
更
等
で
対
応
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

献
立
表
記
載
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
の
推
移
を
見
る
と
、
子
ど

も
の
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が

徐
々
に
減
少
し
て
い
る
の
が

見
て
取
れ
る
。
献
立
の
工
夫

が
そ
こ
に
影
響
し
て
い
る
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
食

材
高
騰
分
へ
の
対
応
は
、
市

か
ら
の
補
填
が
必
要
と
考
え

る
。
市
の
考
え
を
問
う
。

答　

今
後
、
給
食
組
合
が
学

校
給
食
費
の
値
上
げ
等
を
検

討
す
る
場
合
、
保
護
者
負
担

の
軽
減
も
含
め
て
検
討
す
る
。

要
望　

物
価
高
騰
の
あ
お
り

を
受
け
る
の
が
子
ど
も
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
文
科

省
が
示
す
栄
養
量
の
摂
取
基

準
に
近
づ
け
る
よ
う
、
対
応

を
要
望
す
る
。

問　

令
和
３
年
の
法
改
正
に

よ
り
、
在
宅
で
生
活
す
る
高

齢
者
等
の
避
難
行
動
要
支
援

者
に
対
し
、
実
効
性
の
あ
る

避
難
支
援
等
が
で
き
る
よ
う
、

個
別
避
難
計
画
作
成
が
市
町

村
の
努
力
義
務
と
さ
れ
た
が
、

本
市
の
取
組
状
況
を
問
う
。

答　

各
地
区
で
実
施
し
て
い

る
自
主
防
災
訓
練
等
に
、
市

の
各
担
当
課
職
員
も
参
加
し
、

避
難
行
動
要
支
援
者
に
関
す

る
連
絡
手
段
や
避
難
方
法
に

つ
い
て
の
話
し
合
い
の
中
で
、

個
別
避
難
計
画
作
成
の
協
力

依
頼
を
進
め
て
い
る
。

要
望　

高
齢
者
の
避
難
行
動

要
支
援
者
約
１
５
０
０
名
の

う
ち
、
約

700
名
が
個
別
避
難

計
画
を
必
要
と
し
て
い
る
と

伺
っ
た
。
災
害
は
い
つ
起
き

て
も
不
思
議
で
は
な
い
た
め
、

で
き
る
だ
け
早
く
そ
の
方
々

の
個
別
避
難
計
画
作
成
を
進

め
、
現
状
、
当
該
計
画
を
求

め
て
い
な
い
残
り
の
約

800
名

の
方
々
に
対
し
て
も
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
を
も
と

に
支
援
で
き
る
体
制
づ
く
り

を
要
望
す
る
。

藤井寺市柏原市学校給食組合献立表より作成
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議案・一般に対する質疑・質問から

橋
本　
満
夫

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

は
建
て
替
え
を

鶴
田　
将
良

将
来
を
見
据
え
た

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

の
再
建
を
！

山
本　
修
広

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
に
つ
い
て

問　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
を

建
て
替
え
る
考
え
を
問
う
。

答　

建
て
替
え
に
つ
い
て
は

解
体
工
事
等
に
よ
り
着
工
ま

で
相
当
の
時
間
を
要
す
る
が
、

既
存
建
物
を
耐
震
改
修
す
る

こ
と
に
よ
り
、
老
朽
化
へ

の
早
期
対
応
が
可
能
と
な
り
、

ま
た
、
長
寿
命
化
事
業
対
象

の
起
債
活
用
で
財
政
負
担
を

軽
減
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

要
望　

一
般
的
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
耐
用
年
数
は
60
年

で
あ
る
。
築
45
年
の
建
物
を

10
億
円
以
上
か
け
て
、
あ
と

15
年
持
た
せ
る
の
が
正
し
い

選
択
な
の
か
。
ま
た
、
図
書

館
は
延
床
面
積
が
狭
い
た
め
、

蔵
書
数
も
座
席
数
も
少
な
い
。

耐
震
補
強
で
は
構
造
上
ま

す
ま
す
狭
く
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
私
は
、
再
編
整
備
計

画
に
あ
る
オ
ア
シ
ス
の
解
体

を
と
り
や
め
、
浮
か
せ
た
費

用
を
活
用
し
、
生
涯
学
習
拠

点
と
な
る
図
書
館
・
公
民
館
、

そ
し
て
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

機
能
を
併
せ
持
つ
、
延
床
面

積
を
増
や
し
た
市
民
文
化
セ

ン
タ
ー
の
新
築
を
提
案
す
る
。

問　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
の

概
算
工
事
費
等
を
ど
の
よ
う

に
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

答　

建
て
替
え
の
場
合
、
約

22
億
円
で
5
年
程
度
工
期

が
か
か
り
、
令
和
8
年
度
ま

で
の
完
成
が
条
件
と
な
る
有

利
な
起
債
が
活
用
で
き
な
い

が
、
耐
震
改
修
の
場
合
、
令

和
8
年
度
ま
で
に
完
成
可
能

で
、
建
物
の
長
寿
命
化
工
事

を
対
象
と
し
た
起
債
が
活
用

で
き
る
こ
と
か
ら
、
財
政
負

担
を
大
き
く
軽
減
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

問　

改
修
工
事
は
、
ど
の
よ

う
な
方
向
性
で
進
め
る
の
か
。

答　

文
化
情
報
拠
点
と
し
て
、

安
全
性
の
確
保
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
長
寿
命
化
の
た

め
の
屋
根
や
外
壁
等
の
一
新
、

ま
た
、
空
調
や
照
明
等
の
更

新
に
よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

利
用
者
の
快
適
性
の
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

要
望　

市
民
サ
ー
ビ
ス
低
下

に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、
財

源
を
し
っ
か
り
と
確
保
さ
れ
、

将
来
を
見
据
え
た
公
共
施
設

再
編
整
備
を
進
め
ら
れ
た
い
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
の
対
象
に
つ
い
て
問
う
。

答　
（
一
財
）
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
と
し
て
実
施
す

る
も
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
に
必
要
な
設
備
等
の
整

備
、
自
治
会
集
会
所
等
の
建

設
・
大
規
模
修
繕
、
青
少
年

の
健
全
育
成
に
資
す
る
事
業

等
が
対
象
と
な
る
。

問　

制
度
の
積
極
的
活
用
を

促
す
仕
組
み
に
つ
い
て
、
考

え
を
問
う
。

答　

関
係
部
署
と
連
携
し
て

検
討
し
、
市
民
へ
の
周
知
に

も
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

要
望　

各
会
館
は
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
が
、
費
用
の
捻

出
を
見
込
め
な
い
た
め
、
会

館
の
維
持
が
難
し
い
場
合
も

懸
念
さ
れ
る
。
会
館
の
一
般

的
な
備
品
整
備
等
の
申
請
に

と
ど
ま
ら
ず
、
町
会
や
市
内

各
団
体
の
活
動
の
補
助
と
な

り
、
市
財
政
に
影
響
を
与
え

な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
の
活
用
機
会
を
逃
す
こ
と

の
な
い
よ
う
、
一
体
的
な
申

請
体
制
の
構
築
を
要
望
す
る
。

市民文化センター
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議案・一般に対する質疑・質問から

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
に

つ
い
て
は
、
地
域
活
動
の

拠
点
と
し
て
利
活
用
へ
の
取

組
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
が
、

「
市
立
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

つ
い
て
内
容
を
問
う
。

答　

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員

会
と
在
り
方
検
討
会
議
を

定
期
的
に
開
催
し
、
課
題
や

ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
な
が
ら
、

各
施
設
に
合
わ
せ
た
計
画
の

策
定
を
進
め
て
い
る
。
今
後
、

計
画
を
基
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
会
館
の
活
性
化
、
そ
こ

か
ら
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
、
地
域
で
の
利
用
機
会
を

増
や
す
た
め
、
会
館
で
整
備

し
て
い
る
Wi
‐
Fi
を
使
っ
て

複
数
館
同
時
配
信
に
よ
る
体

操
教
室
や
耳
活
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
を
開
催
す
る
等
、
市
と
し

て
も
活
用
を
進
め
て
い
る
。

要
望　

Wi
‐
Fi
環
境
の
積
極

的
活
用
と
と
も
に
、
市
内
企

業
等
と
連
携
し
た
様
々
な
活

用
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

会
館
を
拠
点
と
し
た
地
域
活

動
の
活
性
化
を
要
望
す
る
。

峯　
　
弘
之

２
０
２
５
年

大
阪・関
西
万
博

に
つ
い
て

中
村　
保
治

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

の
利
活
用
で

地
域
活
性
化
を

山
下 

亜
緯
子

市
職
員
の
女
性

活
躍
に
つ
い
て

問　

市
職
員
の
女
性
活
躍
の

取
組
の
現
状
を
問
う
。

答　

昨
年
度
の
新
規
採
用
の

女
性
割
合
は
、
計
画
目
標
の

40
％
を
上
回
る
65
％
で
、
課

長
級
以
上
の
女
性
登
用
割
合

は
9.7
％
と
、
目
標
の
14
％
に

至
ら
な
い
も
の
の
上
昇
傾
向

に
あ
り
女
性
活
躍
の
環
境
整

備
が
進
ん
で
い
る
と
考
え
る
。

問　

国
の
資
料
に
よ
る
と
、

管
理
職
昇
進
に
意
欲
的
な
若

い
女
性
が
増
え
て
い
る
そ
う

だ
が
、
今
後
の
取
組
を
問
う
。

答　

研
修
等
に
よ
り
、
組
織

で
活
躍
で
き
る
女
性
管
理

職
育
成
に
努
め
、
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
に
向
け
た
ニ
ー
ズ
の

把
握
や
働
き
や
す
い
職
場
環

境
の
整
備
を
行
い
、
女
性
職

員
の
管
理
職
登
用
を
積
極
的

に
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

問　

課
題
に
つ
い
て
問
う
。

答　

時
間
外
勤
務
の
縮
減
や

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
増
等
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の

取
組
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

要
望　

将
来
を
見
据
え
、
全

職
員
が
働
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

問　

大
阪
・
関
西
万
博
へ
の

市
の
関
わ
り
方
を
問
う
。

答　

懸
垂
幕
の
掲
出
や
イ
ベ

ン
ト
で
の
出
展
等
の
他
、
参

加
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
Ｔ
Ｅ
Ａ

Ｍ 

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ 

２
０
２
５
の

取
組
へ
の
支
援
や
、
万
博
会

場
内
に
お
け
る
自
治
体
催
事

の
参
加
に
つ
い
て
も
、
オ
ー

ル
大
阪
で
取
り
組
む
（
仮

称
）
大
阪
ウ
ィ
ー
ク
へ
の
参

加
を
念
頭
に
、
本
市
の
魅
力

の
P
R
と
観
光
誘
客
等
に
向

け
た
準
備
を
進
め
て
い
る
。

問　

大
阪
の
子
ど
も
無
料
招

待
に
つ
い
て
考
え
を
問
う
。

答　

当
該
招
待
は
１
回
目
の

招
待
を
府
が
行
い
、
２
回
目

以
降
は
市
町
村
の
判
断
で
実

施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

本
市
に
お
い
て
も
、
今
後

を
担
う
子
ど
も
達
に
、
未
来

社
会
や
国
際
的
な
面
に
触
れ

ら
れ
る
万
博
を
体
験
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

府
と
連
携
し
て
実
施
す
る
方

向
で
考
え
て
い
る
。

要
望　

希
望
す
る
子
ど
も
達

が
で
き
る
限
り
参
加
で
き
る

よ
う
要
望
す
る
。
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議案・一般に対する質疑・質問から

榊
田　
和
之

た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て

対
策
に
つ
い
て

奥
山　
　
渉

歳
入
確
保
の

戦
略
を

月　　日 会　議　名 内　　容
2月15日（木） 本 会 議 市政運営方針・議案説明
3月5日（火） 本 会 議 市政運営方針に

対する質問3月6日（水）
3月7日（木） 本 会 議 議案に対する質疑3月8日（金）
3月12日（火） 総務産業委員会 付託議案審査
3月14日（木） 厚生文教委員会 付託議案審査
3月22日（金） 本 会 議 委員長報告・採決
※会議は午前10時から始まります。
※日程は変更する場合があります。
※傍聴席の定員は、本会議が37席、委員会が10席となっ
ております。（いずれも先着順）
※3月5日～8日に予定している質疑・質問の順番について
は、決まり次第ウェブサイトに掲載します。

（予定）令和 6年第 1回定例会

この陳情は、「理事者送付」となりました。

●犯罪被害者等支援条例●犯罪被害者等支援条例
の制定を求める要望書の制定を求める要望書陳 情 等

　令和５年11月14日（火）、市役所５階委員会室にて、
柏原青年会議所の皆さんと懇談会を開催しました。「子
育て・交通・まちづくり」をテーマに、終始和やかに
意見交換が行われました。

問　

市
の
歳
入
確
保
の
考
え

を
問
う
。

答　

市
民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に

対
応
で
き
る
財
政
構
造
を
維

持
し
つ
つ
、
市
税
等
基
礎
的

な
歳
入
と
積
極
的
な
取
組
で

増
加
可
能
な
歳
入
が
あ
る
と

考
え
、
確
保
に
努
め
て
き
た
。

問　

先
日
視
察
し
た
自
治
体

で
は
、
町
の
活
性
化
に
必

要
な
国
の
交
付
金
を
得
る
た

め
、
交
付
要
件
に
沿
う
よ
う

事
業
内
容
を
創
意
工
夫
し
て

申
請
し
、
獲
得
さ
れ
て
い
た
。

本
市
も
、
例
え
ば
市
民
文
化

セ
ン
タ
ー
を
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
活
用
し
た
複
合
施
設
に

建
て
替
え
る
等
、
内
容
の
工

夫
次
第
で
挑
戦
で
き
る
交
付

金
は
あ
る
と
思
う
の
で
、
各

省
庁
の
交
付
金
等
を
徹
底
的

に
調
査
し
、
そ
の
獲
得
に
向

け
た
努
力
を
す
べ
き
と
考
え

る
。
全
庁
的
な
歳
入
確
保
の

戦
略
を
進
め
る
考
え
に
つ
い

て
、
副
市
長
に
問
う
。

答　

早
期
に
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

要
望　

議
論
を
尽
く
せ
る
よ

う
戦
略
的
取
組
を
要
望
す
る
。

問　

通
学
見
守
り
を
し
て
い

る
交
差
点
等
に
、
た
ば
こ
の

吸
い
殻
が
毎
日
の
よ
う
に
落

ち
て
い
る
。
た
ば
こ
の
ポ
イ

捨
て
に
対
す
る
取
組
を
問
う
。

答　

啓
発
看
板
設
置
や
環
境

美
化
推
進
員
に
よ
る
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
っ
て
地
域
住
民

の
意
識
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

問　

ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
の

制
定
か
ら
18
年
が
経
ち
、
携

帯
灰
皿
の
利
用
者
の
減
少
や
、

電
子
式
た
ば
こ
等
の
流
通
に

よ
り
周
囲
へ
の
影
響
が
軽
減

さ
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、

喫
煙
マ
ナ
ー
の
悪
化
が
感
じ

ら
れ
る
。
マ
ナ
ー
向
上
の
た

め
の
活
動
が
必
要
と
考
え
る

が
、
市
の
考
え
を
問
う
。

答　

イ
ベ
ン
ト
で
の
啓
発
等

の
他
、
他
部
署
と
連
携
し
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

要
望　

受
動
喫
煙
の
問
題
や
、

た
ば
こ
と
子
ど
も
の
接
触

等
が
な
い
よ
う
喫
煙
者
の
マ

ナ
ー
向
上
が
不
可
欠
と
な
る
。

今
後
、
喫
煙
者
と
非
喫
煙
者

が
尊
重
し
合
い
共
存
で
き
る

よ
う
、
喫
煙
所
整
備
に
つ
い

て
も
検
討
・
研
究
さ
れ
た
い
。

柏原青年会議所と懇談会を開催柏原青年会議所と懇談会を開催柏原青年会議所と懇談会を開催 ぎかい
の話題
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議
案
番
号

議　　　案　　　名
議
決
結
果

自由民主党・
無所属の会 大阪維新の会 公 明 党 日　本

共産党
個
人

田
中　
秀
昭

乾　
　
　
一

大
坪　
教
孝

山
下
亜
緯
子

奥
山　
　
渉

鶴
田　
将
良

山
本　
修
広

榊󠄀
田　
和
之

峯　
　
弘
之

梅
原　
壽
恵

中
村　
保
治

大
木　
留
美

新
屋　
広
子

橋
本　
満
夫

江
村　
　
淳

山
口　
由
華

報告第１５号 専決処分報告について「専決第９号　損害賠償の額の決定について」 報告 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

議案第６２号 業務委託契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６３号 公の施設 （柏原市立老人福祉センター） の指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６４号 公の施設 （柏原市立堅下北コミュニティ会館） の指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６５号 公の施設 （柏原市立柏原西コミュニティ会館） の指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６６号 公の施設 （柏原市立玉手地域コミュニティ会館） の指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６７号 公の施設 （柏原市立国分東コミュニティ会館） の指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６８号 公の施設 （柏原市立堅上コミュニティ会館） の指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６９号 公の施設 （柏原市立柏原南コミュニティ会館） の指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７０号 公の施設 （柏原市立学習等供用施設） の指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７１号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７２号 公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７３号 農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７４号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７５号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７６号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７７号 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に
関する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７８号 柏原市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一
部改正について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７９号 柏原市手数料条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第８０号 柏原市防災会議条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第８１号 令和５年度柏原市一般会計補正予算 （第７号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第８２号 令和５年度柏原市一般会計補正予算 （第８号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第８３号 令和５年度柏原市国民健康保険事業特別会計 （事業勘定） 補正
予算 （第２号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第８４号 令和５年度柏原市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第８５号 令和５年度柏原市後期高齢者医療事業特別会計補正予算 （第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第８６号 一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第８７号 一般職の職員の給与に関する条例及び柏原市会計年度任用
職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第８８号 柏原市文化 ・ スポーツ国際交流基金条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第８９号 柏原市手数料条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第９０号 柏原市国民健康保険条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第９１号 柏原市空家等対策協議会条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第９２号 令和５年度柏原市一般会計補正予算 （第９号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第９３号 令和５年度柏原市後期高齢者医療事業特別会計補正予算 （第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第９４号 令和５年度柏原市一般会計補正予算 （第１０号） 可決 ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

選挙第８号 大阪南消防組合議会議員の選挙について 当選 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案第２号 議会の議員の議員報酬、 費用弁償等に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

決議案第１号 議案第６２号　業務委託契約の締結についてに対する附帯決議 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年第４回定例会の議決結果

議
長

・議長は全ての議案に対し賛否を表明しません。　・会派に属さない議員は「個人」と表記しています。
・賛成の場合は「○」、反対の場合は「×」、議決不要案件は「―」と表記しています。
・討論を行った議員は「討」と表記しています。

×
討

○
討


